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1 . 目 的 フリカ

2. 期 間 62 11月4日 から 12 n 3日 (30 H間）

3. 調査国名 イタ !Jア令 :r: チ'..、オヒ了，スータン，フプンス

4. 日程の概要及び訪問機関名

11月4H (-d<-) 

; r一} ； ti 

6日

7日（土）

8 [J (日）

9日（月）

1() I] (火）

11 [] (水）

12日（木）

13日（金）

14日（上）

l:i日（日）

16日（月）

17 El (火）

18日（水）

19日（木）

（成[I!)

タリア（ロー

FAO本部 アフリカ

FAO i「内廿 l: 

ロ

エチオピア（アンスアベI：ゞ Addis Ababa) チオピア日

エチオピアの び日

，対外経済関係｝ふ Instituteof Agricultural Research (IAR)本

部， InternationalLivestock Centre for Africa (ILCA)本部， FAOニ

チオピア代表部事務所

IARホレッタ (Holetta)

アジスアベ' (Debre Zeit), TAR本部再凸

アジスアベバ発 ティレダワ (DireDawa)着，アレマヤ (Alemaya)

農科大学

アレマヤ農科大学，

ディレダワ発（空） アジスアベJ エチオヒア［］本大使館再訪

デブレリノゞノス

ILCA本部再訪

ILCA Highland Programmeデブレゼイト

アジスアベバ発（空） ジンマ (Jimma)着， IARJimrna 

--3~ 

（土屋）
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5. 程 l--1, 2, 3 り

6. 調査内容

A. ローマ FAO本部

アフリカ

＇ 
9

く、
戸
斗
↓
旦↓

f-
>
＇
 

合が高く，

の一般的イ

l両を

シとして，自

l -; ア!'・'
,,,,','¥'¥ 

はfl立してし)なし〕にtかかわら',

ヵ：」［＇常に］釦直罰］があるピ戸； hオしろ c、

により， くな→てぎて¥)る

となっている。

に対する政策決定，

として独立しようとする

ごれてし'る。特'iこ＄サヘル地域における飢

最喜の FAOにおいても，アフリ］］い）食輯ぷ足：気候不順（旱魃）、人口及

から生じる飢餓の問題に取祖！しており，そ／り根本原因究明と解決のため

：こ努力してし＼るが， こい主てr])方筐に変えて，「li, ・［のための

プロジェクト案を .,, セミブライベートーヤミカJゞメ>卜，まとはtf']のみではなく，

を考えてし＼る。 FAOとしては，プロジェクトは

る。失敗字を減少させるだめには， を実際に欲してし)るか

-｝
 .,
 

による

でよいとしてし S

したうえ
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SUDAN 

SUDAN 

SOMALIA 

KENYA 

図1-2 エチオピアにおける調査旅行行程
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ARAB REPUBLIC OF 

REPUBLIC OF ZAIRE 
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図1-3 スーダンにおける調査旅行行程
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ったこと
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とそlしに1土>)

l -たメ
C, ヽビ＼令

: せた

しこ-)し） て

~- -, J ,;;,; を正確：こ知ること

に対して，前もってや-)てお〈ベ

あ-)、~c

克っだか令政府

l .- ,、
『~(_乃',. ., 

乃-,£遵
V C -f--

を

あぅ

に反対している問題に関する FAOの理解は， り

ふfr 
させよ→ としたが，

り，加えてその地帯はマラリヤやツェッエバエ

I v, 

する卜 1)I¥ノ

ゾ ったとして¥'るし、

}

｝
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となる。 ’̀ 
一
）っ

ことによって，人口
，
 

内）

中し

えられるので FAO

は計画的，長期的に開発を進めて移住させる計画を立案し，農民に対しても，新しい土地に通薗し

だ，農民の欲ずる農業を見出して，自主性を発揮出来るような環境作りを担案している。

に関しては， FAOは，これま ら， トリ）ヽノゾーマ庄を媒介

する~ ツェッェ｝［エのトラッ によるコントロールの万法を実用化しつつあり， はlkm2'½ 

だり 15US$と安価であり，これによって 3,000km2をコントロール出夫る可舵性があると云わ

れる。 FAQは，エチオピアにおし sて将来人

投人してコントロールする計画である

見込まれる地域

ると

として 35百万US$を

めだ

を2倍とすることが出釆るという

今後ともエチオピアにおいては，

である。

また人口）王が弥く加わらないように，農地の開拓，土地利用を計画的に

移住民に対するト 1)パノゾーマ症対策が必要であるから，衛生面を

とる計両の立案中である。

しないよう：こ，

り必要があり，まだ，

して WHOと同一歩調を

エチオピアにおし)て,

脱穀用に

に穀物牛産は家畜の飼養と密接に結び付いており，

る他，糞0)燃料利用，農業副産物の飼料利用による乳，内，

利用が行われており，家畜が無くてはエチオピア は成り立だなし＼と されてし＼る。

2) スーダンに関する情報

スーダンの国士の 1/3が農業生産適地といわれているが，わずかにその 10%が開発されている

のみである。 1974什こに，エジプトの生導により，スーダンをアラブ諸国り穀物生序地帯とする

を立て， 60倍 USSを投下して， EC,;者国の援助により道路，鉄道網の撃備がなされたが，その

管坪の拙さから不成功に終わりつつある。例えば，ナイル川からの灌漑網の発達して

いるゲジラ地区ては輸出用農崖物の線花を—t体に，ソルガム，落花生，胡麻等を生産しているが，

- 8 -
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れてし＼る s

仝令 ｀ ヅ／

J Lす， FAOとしてはプロジェク lを ス3 し＼

•7 がし
、ヘ一」ゞ

‘、
<'/  

乙ための万イドライ

ワールド r;'ンクの7フリス7しておける

FAQ内では

家畜は

化せしめなけれ

を

通して

（こ閲して，

文こ

令
ヽ
＿） 
9
9
9
 

してし＼たも豆ー）からう

と来ている。

で生産ずるため

られている。しかしながら，

しての'iこき方， 7イロソフィーどし

ものと考えている。従って， このよろ

を

1
づ

9

.

 

してt,,るので，

-あるアフリカに，

ィングして＼ヽるとの

に噂人するし丁）ではなく，アフリカの自

くかを考え，

リア，ジプチと

と
~

）

 るせX}
 

を接し，東側

↓
も最

．

．

 

r
,
L
 

ことがステイタス／ンボルと l

みてなく，市場に適すろより 1こ吟その

崎なキャ‘，／ヘーンと extent1onservice 

な到逢日

B. エチオピアの農業及び農業研究実態調査

1) エチオピアの概況

エチオピアはアフリカ大怪の北東，「アフ［）力の角」に

に面してt'る。

そキ6
し
f を

：こ今 ど(})よ巧に

宇
-，
 る

レ

しし i

せてい

i
,
 

9‘ 

ぶ
ノろ

し，周囲itスータゞ ン， ケニア， ソマ

l、2:21,900 km2 -c, F3 

Ca 
ある ［月上の大部分は ，ほぼ中央

り'
ー，‘している。また，高原地帯のため，赤道に近し汀こもかかわら.,'

fS, 
ヽs では 25℃以上になることは少ない。年平均気温は 2,400 m以上の マア I+、t、本

24℃，その中間では 18℃である C 6 月中旬~g 月の

フリカの水源となり，タ

イル，インド ぐシェベレIii, ケニアのツル• カ

2) エチオピアに関する統計

1,221,900 km2 

国民総生産 4,863百万＄

ぐオモ!II

と HJ 月 ,~~3 月の

るブルーナ

七を潤してし‘ふる。

人[142,000, 000 人口密度 29人lkm2

1人当たり国民総生産 120$ 増加率 0.0%(73-83 

80% 丁，業 8% サービス

｝、客員 875戸lh$(83勺 翡屑lH客且 403『j}j$(83 r,1 

』

1

ヽ
~J 

↓

i‘ ~
 

,‘
 •• ,t』’
 

6
 

日輸出額 4,357万＄ 1エチオピア・ブル=67.09円

インフ 4.4% (73-83) 都市人［ 15% 人口増加卒 2.8%

~- 9 -
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3) エチオピアの
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ゞ

るソマリ
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六．｝

し

と

i

j

 

•
『

□

口を

して， 84 した。すぢわち，

もので，

ービスを受けさせようと

図したものであった。

あっだ→ ぇ，強制的に

ても新し＼

がソマリア して¥'るとも云わ九て¥'る。単なる

ることがなく，

しだと間〈。マラリアによっ

っ戸
註 Cヽ

』衷：」足

上の失敗に止まら

-; キァ. I, し!)であろう。

4) エチオヒア

表 1 エチオピアの国際収支

SDRJ 
~・ ---. --- --------. ---— - ,-・-- ""—心. • -- ,. - --. - -- - --- ・__,. __―ゴーゴ― -――-- --ぃ・-
廿勺マ 8¥/82 83/84 8,!;85 85/86 
-- ""→ ~ -~-← -→ --—---·- • -- • -→ - . -―., a -~-

諭 叶~＇， 337,9 361.4 i.27.8 362.3 4±4 6 

（内 coffee) 202. 7 221. 9 271. 5 227 2 333.9 

ニC、 V "') 0// 0 60.0 61A 63.5 62.7 75.1 

輪 ,.｝ . 、 746.2 790.G 977.6 983.:3 878 9 
貿易収支 i.¥408 3 △ 429 2 △ ;i49.9 △ 621 0 △ 434 4 

- 10 -



表2 エチオピアの輸出入産品
、
f

［じ‘’
. . .. , .. . . . . '  

80/81 81./8'.2 82.83 83/8.1 84/85 笞：:5'86 

4ll、.9'.lxL:3 391.5 449.2 359 2 49」.U

25:l 3 ::nu.'.1 WU  :28日．こ 225.3
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図4 IAR傘下の主要農業試験場の配置及び農科大学
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あっ

Lab ..、 esearchand 

-tion Labを備えてし＼る"

lab.、Footand M叩 thDesease Lab. ど

Production 

and Nutri 

NVI cnl: な活動状況は

1 . 

りである。
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この国0そ し）

りなして¥)る

応る。しかし匁から， 83 データが発表されておら y'

を如実｛こ表してし＼るりてはなし'かと思われる。
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(6) International IぷV喜 tockCent、refor Africa 

ILCAはConsultative on International Research よって，

託り4年にデ ノ、、ミ/ れだ。 ILCAは，この間：ニアフリ

ILCA スアベ｝ゞ ィ・" " .. へ;._以)VJ、） プ「］グラムをナ，，''(

‘‘、"、-?
ンエゾ、I

arid 及びエチオヒア

匁
マリ

and semi~~arid 

and subhumid zones), ケニア (semi

してし iるJ

れまで1こ I -", 
,--~ 

システム：こ

と

そ

えば， subhumidzone亡家

しごり， humidzoneで

し，ヤギ， ヒッ

を賛めている。エチオピアの Highlandにおし・,ては，

ぷ
ノ

を図るなどして， soilにおける

を して¥iる。

ILCAに：い研修のコースと情報プログラ△が打り，数々 0)」ースを用意して，アフリカの研究

させる機会を与えており,rJ.: い範団の文献情報を網羅し

て，アフリカ 提供している。

2. ILCA 

a. NARS 

を

る。

b. ILCA及

c
 

る

と政策研究を行う

るよゞ 〕に［て，

(Technical package) を糾立て，家畜による農業生産と

に関する問題の解決の助けビなる 1~ 
\-— 

を強化し，

させて地域の活性化を図

研究機関］）研究成果をもとに，家畜の生産性を高めるための包括技術

る。

る。

3. ILCA 

a
 

: ・yフリカ

ャ下に限

-,:, 家畜0)うぢで，最も数の多いウシ，ヒッジ，

とずる。ラクタ、，ロバ，ブタ，ニワト 1), その他(/)

- 23 
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4
ト

口又
[
『
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卵 レl ,-,, 
·-~'. 女 cl。

と方i句

して令 6本0)柱を選定している。

・牛乳ど内

と肉

した上で全 ：こ后］げての ILCAc〕主

I l)ノ＜／ゾー

レ｝

4. ILCA 

1986年度の ILCAの要因は 55名の外国人専門家と 26名のエチォピ 9名のポスト

ドクトラルと研究補助員， 514名のサホートスタッフがおり，其の内 384名が本部嬰国である。

国人内門家(j)内て 30名が PhD,15名が MSc,10名が BScの保持者である。エチオピア人専門

内では 2名が PhD,11名が MSc,6名が BSc,5名がDiplomaの保持者である。

ILCAの人員は，研究，研修，情報に 60: 10 : 10の割合で配置され，残りの 20%が他の

＼て¥;'る。これからは，研修部門の人員の強化が必要であるこ号えている，、

ILCA O)研究部門の組織図（反1-5) を次に示す。組織とは別に， 6本柱0)研究領域には，

と肉研究に 30%,中小反ず〗 と肉研究に 20%, I研究に 14%,家畜飼料資源研究

に20%,トりパ／ゾーマ抵抗性品種育種に 8%,畜産研究力針策定と畜産資源活用に 8%の勢力を

るように提唱している。過去においては ILCA本部の運営に｝」点をおいていたが，将来成

んだ今後の研究経費81,500JjじS$(1987) uJ連用は， 66%をzonalresearchに， 33%

に配分しだし噂十両である。また，経費の内，スタッフし:)庫用に 50~55%, 殴り J)左）

35,~40% を／ンスタッフ

しである。 1986年度の支出合計

>l  0'+- I• 
'一 L-,l()_/c) -~: cap1ta1 mvestment'-

（表ー7) に示し

ブ

3
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表7 ILCAの1986年度中核経費 (Coreexpenditures) 

Direction 

Central resea」じhunit:、
Central suppo「tunits 

Networks 

Field progrnrmn炉S

(Total) 

―__ and information 

Outreach 

EMR 1EPR and management 

l~H 

2,791 

1,345 

730 

3,711 
｀
ー
，
＇
~
l4 

[
i
'
 

7
1
 ，
 1.989 

:342 

836 

Finance 

Administrnti,m 

General 

(Total) 

Earned inocome 

Net 

424 

448 

1, 10:1 

(1, 97:i) 

1,087 

110 

11,890 

5. ILCA 

ILCA 

ど(T)会見

Dr. John Walshと会見し，好意ある取り扱tと

(!) し合＼，＼を打った応彼から

けだ そこで，

由し人れがあり，

と

ILCA 

, ILCA間が提供出来る

関ずるも J)であ三）

は， Dr.R. Stewart 

をしてくれだ。

A. Little, はDr。J.R. Lazier, 

はDr.Stewartによったが， 関しては Dr。D.

はDr.S. Sandford, 研究の方向につし lては

Dr. K J. Petersによっ

し、、入

し

,,. l 
''-- L/ 

だo ILCAの12

り叶はトロハノゾーマ症，家畜栄聾，そ

々な方向に向けて，種々の Zone(こおける high

った。

システムにつ

を開始

productionを

ILCAはアフリカ人を

のショートコース，

とする研修コースを用意してぢり， 20~~25名［）チームによる 12ヵ月

として， PhD2 Post Doctral 2 サバテイカル 1年のコース

を設けている。主 じ‘,, け入れてし)る 上ム,
i
 

し）(";、し），芦(、，、 とし'心~, 2週間の、:1ンピューターコース，ラボ.,ラト 1)ーコース

c
 

るJ
 

ふ

fし
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しくしている (Dr.Sandford 

と共こ，不足する

るかとし〕う点であり，

利用価値を高めるために，モラセス (i):fロック

る必要がある。蛋白含工豆）高¥lマメ科牧草として，；ンキナ， りュウンデ,,— 
で， nug(Gui訳Jtiaahyssinica)という，エチ寸ヒア特産0)油哨隠作物の氾柏は蛋口

を40%程含有してt'る。他：こ，セサミ，リンシード，コットンシード弓ヒーナソヅ

用が考えられてt'る (Dr.Little 

は，↑てはブルセラ，／フトスヒラ，

トリコモナス

質

また，ゼ

プしセラ，ク予ミジア，レフトスヒラ，サル

ためにラジオイムノアッ

f
 }
r
 

＆
 

•9 T
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F
9
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ー、

ふミサ^・-、

.•、ドウダー～
9 』' /'  

j
 

,
J
 

る）
 

t~ 
よ
ギ
ダ9
ヽ

ている。その他，病理組織研究3 一般診断， で）
テ l ., 
ヽ• ¥ r,:,。

ILCAにおし＼て， CSIRO,CIATと共同してジーンバンク ' --りトヽ ）”ヽ
しし/,)i 、) , は,tree type, 

grass type, legume type牧信の germplasmを9,000種保存している。マメ科牧伍］）栽培ては，

ILCAでは， treetype (!) Sesbaniaが家畜用 browse及びalleycropピ［て有・「月てあると

を置いている。植物の組織培養をする研究者が現在居ないがこれから進むべき力向と

えてし＼る (Dr.Lazier談）。

上壌の研究は 1983年から開始され， 銅， 欠乏を間題としているが， Zn,Se, Bo 

の欠之や高 ph等も間題となっている。エチオピア以外のナイジェリア，マリ，ケニ

サンプルが送られてぎて¥'る。マメ科植物の窒素固定能力の和用，安価な隣り）利用 -) 

てしヽる。マメ科木本及び草本柏物の土壌改良，土壌保全，牧草和］用につ＼‘ごては，し効率的なマメ

科牧坑生産システム， 2.外日導入種の間作システム， 3.他の作物と組合わせ-, 4エロージョンの

防止， 5.アグロフォレストリイ， 6.家畜用飼料， 7.マルチング材料として， 8.垣根材料として，

についての組織的研究を打なっている 3 中でも有望と目される

Leuccwna, Stylosanth心等かこiしからの研究対象となるマメ科植物とされごし¥る Peters 

7 . ILCA haighland Research Station at Debre Zeit 

ILCAの ResearchStationはアジスアベバ近郊のデブレゼイト 1,860 m) とデブレベル
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に向上するであろう。

ILCAの取糾んでいる ―-,7 、一り），〗点に集 Lいしてし）る())ふごと言うこと

文｝

9) IAR傘下研究機関及びAlemaya大学， ILCAとの研究協力の可能性

三研究機関共に熱帯農業研究センターとの共同研究を望んでいたc しかし， IARからは具体的
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表10 スーダン。ゲジラ地区の農業生産(818285S86 5カ任ぃ）平均i
_,''"'  
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臼,,
,:,n 1じ

-- -- - - ----- ------

麦 言花土 ゾ几かム

竹付甘ii積 Feddan 456. り:32 232,986 172. 886 t1'1, 890 

生産量 Ton 290,554 100. 306 172,732 :215, 998 

収叫Fed. kg 636 431 999 521 

合% 75 KJ 60 12 
---—- -——--- --- ------------ ---- -------- --- ---------- -・ - -一ー -一一ヽ—-

l Fedel an•-•--•-1 . 0397 acre,_,_ 0 _ 42ha 

¥)る l) この国0)主食てあるノルガム（デ L ラ） J)生産は相対的しこ少なか→ たく）そ｀汀肱野望，牧

につ¥¥て見） キ
ふ
9
,
 か→ だ。

3. ケジラスキー

ホード内

新しく畜産部門としてボード冑

ため(/)サーヒスを担冒してし＼る。

ゲジラ に関する

を

はヤギか地域内で 29 されていると

(/)ことてあった"
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f) 用

を

に取り入れる新しし＼一方針を打t、出しTしAるし

1983 

，家畜所

を作付けし

年にかけて，パイロット事
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~9;5 

してし);5。し；かし， total
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スキー g
 
+4 
と")てしとる。 ゲジ

ヵ;12 < 6~16. 8 ha :J) 

キーム

主
9
/
¥
、

り .1·~8

丁enant

107,000 (J) し， そしり 85%か

[門:!:20 feddans (8 -4 ha) /7 ,~ i

りよ．
ヽ

又は 6

てし¥る。

一田~,J'', 

ご了ースに簡略化する

ソルガ~.、,,

は8又は 6コース：こ区分けされ

してし)る o

ら

では 47加ら 3

められf';(lと豆）ことであっだ。

,~ ,-

,, 
ii 灯し

システムてある。

＜供給し，スキームのテナント るサービ

ス左 るだめ0)システムであり，

するため ろとし〉う っだ。

机1‘ふ
/
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 Research Administration 

/ ¥}レ＇ソーム ~
~
 

~
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9
4
 

．．
 1時間の Soba口ある VRA き，所長の Dr.Abudalla 

Mohamed Adlanこ

部門とワクチ ら成っているか， ］—-一ュとし

を打っだ。 VRAは大きく分け

(!) の を

fj-Jており， -ついても ってl'る,,VRAでは現在，

フ.ポ~ ックス， フォ村7}しホックス，アフリカンフォウルシ、／クネス

ニューカッス

ワクチン

シー

を行oてお

り， プルセラ｝甘ワクチン

VRAは支所としてスータぐン

4地域に配汽し，坦域『生

る用息があるとし/)ことであった D

2 ヵ所，東部に］~ ヵ所~，セントラル⑭ ブルーナイルに 1ヵ所の，

っている e

だめ ィキリス， ロッパこ送ってt)る

力s, kJ 

J) と，職員及

翠¥lo 技術扱助をイギリスから受けており、

を得ているとしりことであっ応。そ 牛のブ

ルセラ病につし＼て， イエメンと を '-アl'プし'--, 0o  
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し 1
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（こ関し了多

3·~40 

6名］）メンJ ーゞ

9
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A
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}‘、 して l'るとの，

のDr.Farah Hassan Adam 

歴
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〗

クつ ジアヽ 8
 

出

田

ふ

よ

L
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ふ
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さバごいだ。

Forestry, 

Crop Protection, 

Agronomy, 

Soil Science : 

Botany, 

Mechanization: Agricultural 

and 

Horticulture, 

Ecology 

に関する はなかったので， に閃する こ

l~A 

体制につし)て

補助，

らiしなか心Jだ。

600名である。 800名 と250名

わるスタッフは 60

l _,,. ・1 
ッしし)/c,)。

—--- 16 -



ARCゃゲジ

雰＇

↓
ナ
9

、

f ンヽプル

、レ 、AI>
 

恙｝

サウス Jヽンプシャー

五との~: こであっだ。

勺 あるとの::.こであっだ。

ス3 はベル

を保ってし＼る c

マキ,'ヽ
ヽ 4J 11 ,' 

玉
9

/、‘

）デ
'-~' を開く串 でいるとし）ことであった。

に参加し スタッフから，大学の現在抱えてし iる

に日本からの援助を望む声が弥かった。

に関連して，人員の 設備，分析機械類のイ<

る

げてし)jこ他学部と

く行なわれす，予筐がt嬰研究部門のみに配分される傾向があると 0)こどてあった。また，

を しても，そ 東を公表（印刷，出版）する

とであった。

これ 見関したこと，スタッフ

1王と！＼ビな：し:こと

多くの

t: ぶ;）

まぷノ

てあるといこ

生産物の

から判断して，

農業のぷ振，農産物())国際価格の低迷等v〕

となる農業教育にまで十分配分されず，教育，研究に携わる

と活力を弯っているように見受けられた。大学で実施している研究状況を知るだめに参考にな

る資料をと求めたが，大学を紹介する要覧はおろか，研究報告書等の出阪物を手にすることは出

かった。

(12) ゲジラ

/\Iレ‘ソー 1~訊）肯ITH100 kmにこ ろゲジラ地域の中心ワド・メダニに， 1975 されだ

しい大学てあろ。ゲジラ地区を中心とした地域における

発，有畜農業の促進を目的としている。ゲジラ大学は，農学部の Faculty of Ecology & Rural 

Development, F. of Medecine, F. of Education, F. of Science & Technology, F. of Prepara-

tive collage されている。

Dr. Osmanと会見し，農学部の沿革，設置目的についての説明左受けた。

，農学部内□6部門に分けられた学科は， こ豆）［ギ］に往々に生しる飢餓，経済的混乱，自然
に対応して，農業に関する問題の解決を図るために3 共同して機能する必要性

めている。これからは，新しい農業体系の，羅環として，畜産の占める位置付けを重要視している

ので，他の作目と結合した複合経営方式を考えたいと!])ことであっだ。スーダンの教育制度は，

初等教育 6年，中等教育 3年，高等教育 3年，大学教育5年となっている，、ゲジラ大学では，現

在約 1,000名0)学牛が在学している。本来は 1学年250名5年制で 1年間J)教養課程と 4年間0)

専門課程を直いている。 3.5年間の雄礎科学，英語，アラビ

育（こ別れる。奨学合は家庭の経済事情により異なるが， 50~1,000スーダンホンド／年を支給され

る。
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ゲジラ ARC v_)ゲジラ

てー~
）
、こ

て20

る。しかしながら，

を ス3

じているそりであった。

:、：：：1蔚属する

だ。

Dept. of Crop Science 

Master 0') 

ラスキーム

Dept. of Horticulture 

と教育，研究面で，

プ~ロジェクト，フォードカナダ

f

)

 

じ

フロジェクトを打なって¥lる。

メン，＇ゞ 一の中から，

きを持ってliて，闘員の交換

その内容の概略

レ，｝

ってし.'る。

のスタ、＂ソ／

，文化，

ようであっ

によるゲジ

し） に重

点を置し}てし＼る。 トマト， タマネギ，キャベッ，キょウリ，ナス，ジャガイモと， ミカン類（・シ

トルス、グレープフルーツ';,jレンン，マンダ！）ン），／‘ドウ，マンゴー，！ゞナナ て〕

。
る、Aして

Dept. of Animal Science 

11名のスタッフで， 生理， 肉を担当している。現在は， Dairy

production system in Rahad projectを る。 16名のマスター ▽る。大

と離れていて独立採算制を採っている。ウシ 400頭とヒッジ多数を飼育して

いる。地域で生産される牧草，その他の飼料資源の栄養価測定，鶏の卵の生産性の向じ，人＿丁

に基づく乳牛'0)繁殖i牛□向l苫;())研究に重点を置いている。牛の初産分娩年令は約 4オ齢
で，これを 2~3

との事であっ

に改良することを日的としている。ラクダ考ロバは，研究の対象としない

レi はっきりと 区分して している。

Dept. of Engineering 

4名のスタッフ，灌漑関係のhり上課程 2名，機械関係の修士課程 3名から構成されている。灌漑

システム，耕起システム等に関する研究 っているが，研究のための設備が整っていない。

畜｝）を用いる耕起システムの改良とバイオカスの有効利用を叶画している。綿花生産によって，

農家が産出する農産物屑は 300万トンに逹しているので，バイオガスと家畜飼料としての利用

が大切であると考えている。

ARCは研究に対する理解が作物栽培を担竺する CropScience Depに偏っており，他学部に対

しても， 予算等の配慮を厚くする必要があるとのことであった。

Dept. of Crop Protection 

6名のスタッフ， 15名の大学院生で構成されている。府理，昆虫，農薬，雑醒防除，

物の分野を担当しているが，現在，雑草防除のスタッフは居ない。

Dept. of Environmental Science and Natural Resources 

5名のスタッフ， 6名の大学院{t.で構成されている。作物栽培，土地利用，アグロフォレストリ

イの分野を担彗している。生態学，栽給分野の大学院生が不足しているとりことであった。
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裕
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＼ ごし易＼、）時期に当たっていと

だとは云＼ゾがたかっこう

,,, も'/
tふ 'c'、

'' 

ノ＼）レヅームからワドるメダニ，ケナナ

，途方もなく広し＼頁っ平ら

く形の定かでなし

っても，その間の標高差が 1mも

るかイメージ左作ろうにも想像も

ぎて('たので3

t ¥ 

出‘、{カとこる

レJ

水分が少なく，そJ)ために

うだ。そこに，

1 
L/' 

を思→

ールダ

に向げて，

)-'ふ，・--L.•1_, 

じえなかった。

ヅつ

ギ-よ／こ

セナールダムの堰堤O)J:を歩いた

灌漑水の分配に目を兄らせているそうであった。

は，エジプトの国の根幹を揺るがせかねなし

ノ＼‘．L'冒^
ヘ
メ

そ

え，

てュラュラ見えるだけであった。

には

(
：
ふ

‘
i
 

ー
てしレ）

したイギリスの識者のダイ十ミックな行動力

による原材料及び食料供給崖地の建設を目的

間題はさておき，そし)大き

ここにはエジプト

ために

るだけであったよ

／十
Vゴヽ 9

だ□本

する計

と脱帽を

して

多い青ナイ！レの水を上流で自由にされて

問題になろうから，水の使用：こついては，古

くから―且国間で協定が成立しており，それに鵡づいて監視員が常駐していると0)、ごとであった。

日本におしごも上流と下流0)水利権に関する問題は少なくなし＼が，それは国内の事情にJ上まって

おり， ］一国間， ご国間を巻ぎ込む国際的な河川のない豆）は幸いなことであるように思える。青十

下流の国々は甚大は

と飢餓問題の関連

イルの源流のタナ湖0)水流をエチオピアが止めて，［］国内和］用を唱えたら

を受けるのは自明である。水が不足するということは，エチオピア

を例に挙けるまでもなく，国の基幹となる産業の辿展に掠い影鰐を及

住んている人々の直接の死活の間坦でもあり，一般的な生活感

なる上に，そこに

□本人の様に，水は無料と
考える 9ー）たものには，なかなか理解が追し｝付かなし＼恨ては無かろうか。

ゲジラスキーム内の農民はテナントと呼ばれ，土地の個人所有は詔められていない。新しく開

拓された土地てあるので，最初から農民は割り当てられた七地に所有権のない形態で入植してい

る。テナントは，スキーム主導による灌漑水の計1由」的洪給，肥料，禾重子，病害虫防除等のサービ

スを共同して受けている。従って，農民は綿花，小麦，ソルガム，落花生等の輪作の作付け順序

及び作付け面積の決定を『j分たわの考えで自由に行なうことは出来なl'。全てを統括するゲジラ

ボード 0)年度プログラムに則った作付け叶両に従って行なうことになってし）る。水を陥本にした

を行効に，かつ合理的に用いるには，全体的な計画か必要であることは充分に理解でき

る。しかしながら恵まれた農業環境でありながら，低いと t)われるゲジラ地域の農業全般の生
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9
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に；JI、.ilも集中し，

但！］の指導者の況且且い）みでなく．

向上の観）八から， この点を

現在のところぱ

料に限界があり，

が予測される。

スーダンもまた，エチオピアのようこ

見間したかぎりでは，あまり力を

を

ぎぢんこしだ

る
A
9
4、~
}
/
 

し;システムにfぶつ

．ヰキプ
'"ヽヽ 9

［］は少

そ

を

出来ないこ

をどのように考えているのだろ→ か，ン

した,FAOにおし〕ても，

である。

し に， -} /『 Iしの

と使用に じること

に多し＼にもかかわらず， これまて

かったように見受げられだ0 ところが， ARCやゲ

ジラ に見ら肛るよ；〗 k,

に飼料作物の作付げ

れる。この国では決して新し t

は，畜崖に対する見方が決定的

として利用しようとする気運が認めら

はなし

りつつあること

べき 'l  夕
、-し

: れて， の中

られているの

してし)るように感じられた。すな］っち，

時代の進展と共に，現存する資源を打効利用しなけいばならない状況へと至っており，綿花等の

伝統的輸出用作物栽培中心か;:,, 周辺力しフ諸国等を対象とする肉，皮等畜産物を加えた

物0)名角的生産へり)方向転換が必要になった現れであろうか。また，放牧や遊牧のみて家畜を飼

育する農民よりも，定着した にした 種々のサービス

ないやすく，それによって，家畜の生庁性を上げることが可能であり，農家の収益性

性があること だのであろう。現況の個々の農家には，家畜を飼育する潜在的な余力が

つつあり，白分の経営に他の嬰素を加えて｀経営全体を工夫する余地を持つことが可能になった

0)であろうか。スーダン政府主導による家畜lヽト産方針が， これまでの遊牧())様な伝統的な家畜の

ら，地場農崖物豆）余剰を合I里的に利］甘する近代的な方法へと変換していく過程にある

入
ノ
ト
6 じられた。

7) スーダンにおける研究協力の可能性

ARCとそリ）ゲジラ及びゲナナ試験場，ハ！レツーム

っし□て，話し合った限りでは，強l'共同研究(}〉

ゲジラ に，熱研と }

J

 

'’~ 

ったと八って良し＼だろう。しかしながら，

その内容は具体的にどの分野で， と云っ応ものではなかった。日本からの突熟の訪間で

もあり，遠くて し）日 共詞研究0)システムも に理解し~ てし心、し)ので，
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それよりも，

から協力1村容を

として］皇、：

用意もなく云ぐする(/)

｀
 

丈`iぃ9

··• レ
'ヽ・- れた。

る‘, 
9
し

-

)

 チャンス及び費用の援助， を求めてい

ることこ対する『助け賃てあっだe

ゲシフポード，ゲジフ入学関係者〇史［］があり，

すiし、は令具1本的な、［尺容でい共同研究し］）可陀性も確かなも J)になり得る、::_とこ息j);jしる。これか

じ）長~し）時間をかけた木甘

，
 

｝

）

 ,
i
 

分野が加わる広し

協力
。
るs,e 

j
f
r
 

f
)
 

D. パリ OECD本部訪問

OECD v〕瓜郎に農水省から派遣され

リカにおける OECDの活動状況および

U)案内により， Dr.Parrisと/[ ｝

｝

 

I
I
 

＼ アフ, . 

と
-

}

 る -。しかしながら，FAQと

は

を

り, 9 

とする

も『『って，

と先進国間の物流を対象としている1煩向か強く，アフリカのみ

には充分ではなかったのて，

上壌地図，アフリカ

はOECDのみでなく， UNESCO

了フリカ
; 
た‘ 土関する

に入れることが出来た。その後，再びOECDO) DAC(Developrnent of Assistance Commitee) 

に汀ぎ， Dr.H. Shuneiderに公ったが，彼の話題はアフリカ農業の一般的な清報に終始し，エチ

オピア及びスーダン等iJ,)個別国の個々〇〕農業情報ば得られなかったが、 OECDが関与する

｛：国の貿易の最五の発展と将来ヤいこ閃するニュースや，アフリカにおける畜産物，特に肉類，乳

とi肖費に閃ずる資料を人手した。また，アフリカサヘル地域の旱魃によろ重大危機

とその ：こ関する最辺の状況を知ることが出来だ。

E. アフリカ緊急調査関係者名簿 （昭和62年 11月4日~12月3日）

:c_井物屑

食料総括部次長開発室長 広瀬秀男東京都千代田区大丁・町一丁日 2番1

業務部部長代旺経済協力室 若林照治 1丘］じ

じ 中東アフリカ宰 梅村武男 1骨上

アジスアベバ事務所所長 中村勝 5th Floor, Saving & Mortgate Bldg .. 

Ras Ababa Aregay Av., Addis Ababa (P. 0 .. Box 1300, Addis Ababa), Ethiopia 

ファインケミカル

26番地

及部井之内 人阪市東le<北浜 5「日

Mr. Satoshi Mariyama, Sumitomo Corporation. General Maneger. P. 0. B. 3409. Khartoum、
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Mr. Soji 

nf Sudan 

Area 

International, Sumitomo Chemical Co., LTD. 

Mr, Hitoshi Noguchi, Representative、SumitomoChemical Co., LTD, Athens Liaison 

5, Metropoleos Street, Athens、Greece

在エチオピア

Addis Ababa, Ethiopia 

Mr. Akihisa Tsuchida, Counsellor 

Mr. Michio Ozawa. First 

Mr. Sinya Tomari 

Mr. Isarnu Sakihara 

Mr. Ohara 

Mr. Shunsuke Nakamura 

Mr. Takeshi Hamabe 

Africa, Product 

レJ

Plant Production DiY. 

of POB 5650 

同上 士且］

泊

勇

同L

同上 中付浚介

同上 武

在スーダン日 牛田 of Japan, Street No, 3, New Exten-

tion, POE 1649, khartoum, Republic of Sudan 

Mr. Toshio Kaneko, First Secretary 同上

Mr. Y oshihiko Sato, Second Secretary [c,]上

FAO 

Dr. Ingo R. Loerbroks, FAO Representative. Office of the Representative, POB 5536. Addis 

Ababa, Ethiopia 

Mr. Y. Ozm.va, Chief, Animal Health Service, Animal Production and Health Div., Room 

C-530, Via delle Terme do Caracalla-00100, Rome 

Mr. Tsukasa Kimoto, Senior Programme and Budget Officer, Office of Programme, Budget 

and Evaluation, Office of the Director General, Room B-443 同上

Dr. H. Tsutui, Deputy Regional Representative、RegionalOffice for Asia and The Pacific, 

Phra Atit Road, Bangkok 10200, Thailand 

Mr. Osamu Koyama, Econometrician, Commodity Policy and Projections Service, 

Commodities and Trade Division, Economic and Social Policy Dept., Room D-829 同上

Dr. Von Werner (in charge of Ethiopia), 

Dr. B. S. Mursey, Tuctue fly control in Ethiopia, 同iこ

Dr. K. Fujioka, Animal Production Officer (Buffalo and Draught Animal Power) 同上

Dr. T. Grressu (in charge of Sudan), 同上
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Dr. Kiyoaki Katoh, FAO Agricultural Service Div., Agricultural 

Dr. Seiji IFAD (International Fund for Agricultural 同上

International Livestock Centre for Africa (ILCA) 

Dr. John Director General, ILCA POD 5689, Addis Ababa, 

Dr. Douglas A. Little. Head of Nutrition, 同上

Prof. Dr. Kurt J. Peters, Director of Research. 同上

Dr. John R. Lazier, Forage Agronomist, Forage Legume Agronomy Group (FLAG), Central 

Scientific Units, [ii]上

Dr. Stephen Sandford、Headof Livestock Economics Div .. 同上

Dr. Richard Stewart. Assistant to Director General, Director of Donor and Boad 

Secretariat, 同上

Ministry of Agriculture 

Mr. Tirusew Asfaw, Ministry of Agriculture, Foreign Economics Relation Office, FOB 

62347, Addis Ababa, Ethiopia 

Mr. Awake, Head of Dep. of Agricultural Development, Ministry of Agriculture, 

Alemaya University of Agriculture 

Dr. Mesfin A.hebe, Research and Publication Officer and Dean, Faculty of Agric. 

Alemaya University of Agriculture, POB 138, Dire Dawa, Ethiopia 

Dr. Negussie Seife, Public Relation Officer, A.lemaya Univ. of Agriculture, 同上

Institute of Agricultural Research (IAR) 

Dr. Seme Debela, General Manager IAR, POB 2003, Addis Ababa, Ethiopia 

Dr. Patricio Callejas. Agronomist (International Potato Centre), IAR Holetta Research 

Center, POB 2003, Addis Ababa, Ethiopia 

詞 BerekeTsehai Tuke, Horticulturist (National Potato Research Team Leader), IAR 

Holetta Research Center, 同上

Dr. Desta Beyene, Soil Scientist, Head, Dept. of Soil Science, IAR Holetta Research 

Center, [,o] J:. 

Mr. Lemma Wakie, Jimma Agricultural Research Center, POB 192, Jimma, Keffa State, 

Ethiopia 

Sudan 
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of and Natural Resources 

Mr. Aharned El Dirdiri Abdel 

of Sudan 

Mr. Suleiman 

Ibrahim Gasim 

同 1二

ー、p',t
 

心
．

i
 

POB 285, 

and Follow up, The Ministers Office, 

of Agriculture and Natural 

Agricultural Research 

Prof. Dr. Yousof El Taybe, Lift Engineering. c/o Sumitomo POB 3409, 

Khartoum, 

Prof. Dr. Osman 

Dr. M. M. Musa, 

of Sudan 

, Director General ARC. POB 

Director General ARC, 

Wad of Sudan 

Prof. Dr. Ibrahim A. Babiker. 

Dr. N asreldin Mohamed Adam, 

Naama, Blue Nile 

Gezira Research Station 同上

Kenana Research Station ARC, POB Abu 

りfSudan 

University of Gezira 

Prof. Dr. Osman A. Fadel, Dean, Faculty of Agricultural Sciences, University of 

POB叫 ¥Vad Medani, Republic of Sudan 

University of Khartoum 

Prof. Dr. Farah Hassan Adam. Dean. Faculty of Agriculture, Univ. of Khartoum, POB 32. 

Shambat. Republic of Sudan 

Ministry of Agriculture and Natural Resources, Dept. of Animal Production 

Dr. Abdalla Mohamed Adlan, Director, ¥7 eterinary Research Administration, Soba, POB 

8067. Khartoum. Repoblic of Sudan 

OECD 

Mr. Hartmut Schneider. OECD Development Centre, 94, Rue Chardon Lagache 75016 Paris, 

France 

Mr. K. Parris (in Charge of Agricultural Policies in African countries) AGR;POL OECD, 

37 his Bd. Suchet, 75016 Paris France 

和店 (Kazuyuki Tsurumi) AGR/POL OECD, 同l心し

Mr. N. Kawai, DAC OECD, 2 rue Andre Paskal, 75016 Paris France 

澤野 経済協力 日

―-54 

7, Avenue Hche, 75008 Paris France 
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エチオピアの風景

大地溝帯内の農業

テプレりハノス近郊

エイチオピア大地溝帯

ュ-・三カリの植林
デフレリパノス近郊

エチオピア高地

農村集落

アジスアベバ近郊



- 61 -

青ナイル

ワドメダニ上流

スーダン

ゲジラ砂漠地帯

アブナーマ・ワドメダニ間

スーダン

ゲジラ地帯の灌漑

夕ァーシャリーカナル

ワドメダニ近郊



エチオピアの風俗

コーヒーの用意

アジスアババ市内

スーダンの風俗

典型的な民族衣装

ワドメダニ市内
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チャット ch'at (Catha 

薬用作物

t'ef 

主要穀物

の栽培

ヌグ nug (Guizotia abyssinica)の種子

油料作物



スーダンのゼプ系牛

と

ワドメダニ試験地
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エチオピアの塵業

二頭立て牛耕

!LCAデブレゼイト試験場

タの薪売り

樹木の燃料和用さ砂漢化

ナ"1l.-、タワ近効
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ハルツー

ハルツーム

スーダン

ARCケナナ試験場建物

アプナーマ

スーダン






